
古紙配合率100％

本社：〒190-8567東京都立川市曙町二丁目41番19号
データインフォメーション　TEL：042（646）5911

E-mail:di@srl-inc.co.jp
http: //www.srl-group.co.jp/

検査内容変更のお知らせ
謹啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

このたび下記検査項目におきまして、検査内容を変更させて

いただきたくご案内いたします。

何卒ご了承賜りますようよろしくお願い申し上げます。

敬　白

変更実施日

平成22年12月3日（金）ご依頼分より

変更項目

記�

平成２２年９月

検
査
項
目

●プロラクチン

●テストステロン

●サイクリックAMP

●サイクリックGMP

●エリスロポエチン

●HTLV-Ⅰ（ATLV）抗体〔CLEIA・PA〕

●HIVスクリーニング

●骨型アルカリフォスファターゼ（BAP）

●ビタミンB1

●ビタミンB2

●β-トロンボグロブリン（β-TG）

●血小板第4因子（PF-4）

●凝固因子活性検査・凝固抑制因子検査

●ゾニサミド

●ハロペリドール

●ブロムペリドール

●ジゴキシン

●リドカイン

●キニジン

●フレカイニド

●アプリンジン

●アミオダロン

●ゲンタマイシン

●D7S486 del（7）長腕欠失

●キメリズム解析移植前レシピエント

●キメリズム解析移植前ドナー

No.２０１０-２３ 変更



μg/L

血清　0.8 mL

2～4日

U/L

血清　0.2 mL

3～5日

単　　位

検 体 量

所要日数

検 体 量 血清　0.5 mL

●変更一覧表

変更箇所 新 現

男性 4.29～13.69
閉経前女性　

4.91～29.32
閉経後女性　

3.12～15.39
（ng/mL）

Ｍ 3.58～12.78
Ｆ 6.12～30.54

（ng/ｍL）

男性　3.7～20.9
閉経前女性

2.9～14.5
閉経後女性

3.8～22.6

男性13.0～33.9
女性 9.6～35.4
判定基準：
総合検査案内参照

非特異反応の影響が
より少ない試薬への
変更。および、検査
方法、基準値の変更。
検体量の削減。

非特異反応の影響が
より少ない試薬への
変更。基準値の変更。

血清　0.4 mL

Ｍ　1.31～8.71
Ｆ　0.11～0.47

（ng/ｍL）

ECLIA CLIA検査方法

基 準 値

基 準 値

－ 2 －

Ｍ　2.07～7.61
Ｆ　0.13～0.69

（ng/ｍL）

０００４０ プロラクチン

同時報告可能な最短
の所要日数への変更。

単位表記の変更。

備考欄追加。
また、検査結果が
「陽性」の場合、同
様のコメントを付記
して、ご報告させて
いただきます。

国内でHIV-2感染症
例があったため、ご
報告内容を追加させ
ていただきます。

測定試薬の変更、基
準値、単位、検体量、
その他検査方法参考
文献の変更。所要日
数の短縮。

２６

検査項目 備　考項 目
コードNo.

案内書
掲載頁

所要日数

所要日数

単　　位

5～7日

5～11日

mU/mL

3～9日

3～9日

mIU/mL

検査結果が「陽性」で
あった場合、ウエスタ
ンブロット法による確
認検査をお勧めいたし
ます。

（HIV抗原・抗体が陽性または判定保留、かつ
HIV-1RNA定量が検出せずの場合、）HIV-2の
感染の疑いもあるため、HIV-2抗体（WB法）
を実施することをお勧めする旨、報告書に表記
いたします。

CLEIA

基 準 値

な　し

EIA

００３２１

００３３９

０２７９１

サイクリックAMP

サイクリックGMP

エリスロポエチン

３９

３９

３９

２８０６７

５１７６５

６１３９７

HTLV-Ⅰ（ATLV）抗体
〔CLEIA〕

HTLV-Ⅰ（ATLV）抗体
〔PA〕

HIVスクリーニング

HIV抗原・抗体、
HIV-1RNA定量

６２

６２

備　　考

報告内容

０８２１８ テストステロン３６

６３

２６３９８
骨型アルカリ
フォスファターゼ（BAP）

検査方法

９２
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●変更一覧表

随　時
静　　注：投与後2時間
点滴静注：6～12時間

採血時刻０４５７３ リドカイン１２２

専用容器g1  → i

な　し
次回投与直前
（Trough濃度）

採血時刻

変更箇所 新 現

破損防止のため、管の
太い採血管への変更。

現容器製造中止によ
る容器形状変更。

8ページをご参照ください。

専用容器g1
（EDTA-2K 入り）

（EDTA-2K 入り）（遮光）

専用容器C  → i
（EDTA-2Na 入り）（遮光）

専用容器C
（EDTA-2Na 入り）

容　器

容　器

００２５８

２７２０１

ビタミンB1

ビタミンB2

所要日数の短縮。

採血時刻を見直し、
より詳細に、より新
しい情報に変更させ
ていただきます。

１０３

１０３

検査項目 備　考項 目
コードNo.

案内書
掲載頁

容器形状

2～4日 2～8日

０７５３５
β-トロンボグロブリン
（β-TG）

１１４

容器形状０５５５２
血小板第4因子
（PF-4）

１１４

所要日数０７６６２
凝固因子活性検査
第Ⅱ因子（F2）

１１５

５６３９３ ゾニサミド１２０

随　時
随時（ただし、採血時刻
を一定とする。）

採血時刻５３５４７ ハロペリドール１２１

な　し
随時（ただし、採血時刻
を一定とする。）

採血時刻２６８２４ ブロムペリドール１２１

経口：
投与後8時間～次回投
与直前（消失相）
静注：
投与後4時間～次回投
与直前（消失相）

投与後6時間～次回投
与直前（消失相）

採血時刻００３４６ ジゴキシン１２１

2～4日 2～8日所要日数０７６７０
凝固因子活性検査
第Ⅴ因子（F5）

１１５

2～4日 2～8日所要日数０７６８７
凝固因子活性検査
第Ⅶ因子（F7）

１１５

2～4日 2～5日所要日数０７６９４
凝固因子活性検査
第Ⅷ因子（F8）

１１５

2～4日 2～6日所要日数０７７０４
凝固因子活性検査
第Ⅸ因子（F9）

１１５

2～4日 2～8日所要日数０７７１１
凝固因子活性検査
第Ⅹ因子（F10）

１１５

2～4日 2～8日所要日数０７７２９
凝固因子活性検査
第ⅩⅠ因子（F11）

１１５

2～4日 2～8日所要日数０７７３６
凝固因子活性検査
第ⅩⅡ因子（F12）

１１５

2～4日 2～5日所要日数０７６５５
凝固抑制因子検査
第Ⅷ（8）因子

１１５

2～4日 2～6日所要日数５１５４０
凝固抑制因子検査
第Ⅸ（9）因子

１１５



●変更一覧表
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下記検査項目につきまして、八王子ラボラトリー内におきまして、測定場所を移動させていただきます。
（新測定場所：エスアールエルMUQSラボラトリー　＆ヨ）
巻末の変更後の検査内容一覧からは割愛させていただきます。

掲載頁

７４

８５

９１

９１

９２

９４

９７

１０１

項目コードNo.

０３３５４

５２００７

０４３１９

０４３２６

０４３５８

０４０３７

０３９０１

０９５３２

検 査 項 目

抗ストレプトリジン-O抗体（ASO）

C反応性蛋白（CRP）定量

総酸性フォスファターゼ（AcP）

前立腺酸性フォスファターゼ（PAP）

ロイシンアミノペプチダーゼ（LAP）

アンモニア

グルコース

総胆汁酸

な　し

変更箇所 新 現

所要日数の短縮。

採血時刻を見直し、
より詳細に、より新
しい情報に変更させ
ていただきます。

経口：
次回投与直前（Trough
濃度）、投与後2～4時間
（Peak濃度）
静注：次回投与直前
（Trough濃度）

2～8日

次回投与直前
（Trough濃度）

4～10日

随　時

所要日数０３０２６ キニジン

現試薬製造販売中止
による測定試薬変更。
その他、検査方法参
考文献等の変更。

より詳細な報告表記
および名称への変更。

材料（骨髄液）の追加。

材料（骨髄液・臍帯
血）の追加。

１２２

検査項目 備　考項 目
コードNo.

案内書
掲載頁

採血時刻 随　時
次回投与直前
（Trough濃度）

FPIAEIA

Peak    4.0～10.0
Trough 2.0以下

（μg/mL）

血　液　7.0 mL
骨髄液　1.0 mL

（骨髄液の保存：冷蔵、容器：H）

血　液　7.0 mL
骨髄液　1.0 mL
臍帯血　1.0 mL

（骨髄液・臍帯血の保存：冷蔵、

容　器：H）

Peak    4～10
Trough 2以下

（μg/mL）

筋注後15～60分
点滴静注終了後
（Peak濃度）
次回投与直前
（Trough濃度）

D7S486 del（7）
長腕欠失/7染色体
（7モノソミー）

D7S486 del（7）
長腕欠失

点滴静注後30分以内
筋注後1時間
（Peak濃度）
次回投与直前
（Trough濃度）

血液　7.0 mL

血液　7.0 mL

２７３８４ アミオダロン１２３

０９６８４

６８１４５

ゲンタマイシン

D7S486 del（7）
長腕欠失

１２４

検査方法

基 準 値

検 体 量 血清　0.4 mL 血清　0.2 mL

採血時刻

項目名称・
報告表記

５６２８１ アプリンジン１２３

１３０

６１４９２
キメリズム解析移植前
レシピエント〔PCR〕

１４６ 材　　料

６１５０２
キメリズム解析移植前
ドナー〔PCR〕

１４６ 材　　料

採血時刻

採血時刻

２１３２９ フレカイニド１２２
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ｎ = 310�
Ｙ = 0.941X－0.725�
ｒ = 0.978

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

現　法�

新
　
法
�

250.0�

200.0�

150.0�

100.0�

50.0�

0.0

（ng/mL）�

（ng/mL）�

プロラクチン�

ｎ = 99�
Ｙ = 0.733X－2.265�
ｒ = 0.962

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

現　法�

新
　
法
�

60.0�

50.0�

40.0�

30.0�

20.0�

10.0�

0.0

（μg/L）�

（U/L）�

BAP

現法と新法の比較

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

本検査におきまして、マクロプロラクチンの影響がより少ない試薬に変更させていただきます。
併せて、検査方法、基準値を変更させていただきます。新基準値は、文献値です。また検体量を削減
いたします。

●プロラクチン

CLIAECLIA

男性 4.29～13.69
閉経前女性　4.91～29.32
閉経後女性　3.12～15.39

（ng/mL）

Ｍ 3.58～12.78
Ｆ 6.12～30.54

（ng/mL）

血清　0.4 mL 血清　0.5 mL

検 査 項 目項 目
コードNo.

０００４０

新 現

プロラクチン

変更箇所

検査方法

基 準 値
（単　位）

検 体 量

高加　国夫, 他: 医学と薬学56（4）: 577～586, 2006.（プロラクチン）
倉澤　健太郎, 他: 医学と薬学55（2）: 279～285, 2006.（骨型アルカリフォスファターゼ（ＢＡＰ））

●新検査方法参考文献

EIACLEIA

男性　　　　　3.7～20.9
閉経前女性 2.9～14.5
閉経後女性　　3.8～22.6

男性　13.0～33.9
女性　 9.6～35.4
判定基準：総合検査案内参照

μg/L

血清　0.8 mL

2～4日

U/L

血清　0.2 mL

3～5日

検 査 項 目項 目
コードNo.

２６３９８

新 現

骨型アルカリ
フォスファターゼ
（BAP）

変更箇所

検査方法

単　　位

検 体 量

所要日数

基 準 値

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

本検査におきまして、測定試薬を変更させていただきます。併せて、検査方法、基準値、検体量を
変更いたします。基準値は文献値です。また、所要日数を短縮いたします。

●骨型アルカリフォスファターゼ（BAP）
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

本検査におきまして、女性検体においてＤＨＥＡの影響による非特異反応が軽減された改良試薬に
変更させていただきます。試薬変更に伴い、基準値を変更させていただきます。新基準値は、文献値
です。

●テストステロン

Ｍ　1.31～8.71
Ｆ　0.11～0.47

（ng/mL）

Ｍ　2.07～7.61
Ｆ　0.13～0.69

（ng/mL）

検 査 項 目項 目
コードNo.

０８２１８

新 現

テストステロン

変更箇所

基 準 値

ｎ = 258�
Ｙ = 1.042X－0.111�
ｒ = 0.995

0.0 3.0 6.0 9.0 12.0 15.0

現試薬�

新
試
薬
�

15.0�

12.0�

9.0�

6.0�

3.0�

0.0

（ng/mL）�

（ng/mL）�

ｎ = 147�
Ｙ = 1.040X－0.078�
ｒ = 0.992

0.0 3.0 6.0 9.0 12.0 15.0

現試薬�

新
試
薬
�

15.0�

12.0�

9.0�

6.0�

3.0�

0.0

（ng/mL）�

（ng/mL）�

男性�全体�

ｎ = 111�
Ｙ = 0.996X－0.110�
ｒ = 0.995

0.0 3.0 6.0 9.0 12.0 15.0

現試薬�

新
試
薬
�

15.0�

12.0�

9.0�

6.0�

3.0�

0.0

（ng/mL）�

（ng/mL）�

女性�

ｎ = 106�
Ｙ = 0.608X＋0.055�
ｒ = 0.957

0.0 0.4 0.8 1.2 1.6 2.0

現試薬�

新
試
薬
�

2.0�

1.6�

1.2�

0.8�

0.4�

0.0

（ng/mL）�

（ng/mL）�

現法と新法の比較

木内　理世, 他: 医学と薬学64（1）: 87～93, 2010.

●新検査方法参考文献
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

本検査におきまして、破損事例があったため、より割れにくい管の太い採血管に変更させていただきます。

●ビタミンB1・ビタミンB2

専用容器ｇ1
（EDTA-2K 入り）

専用容器C
（EDTA-2Na 入り）

検 査 項 目項 目
コードNo.

００２５８

新 現

ビタミンB1

２７２０１ ビタミンB2

変更箇所

容　　器

専用容器ｇ1 →　i
（EDTA-2K 入り） （遮光）

専用容器C →　i
（EDTA-2Na 入り）（遮光）容　　器

新容器形状

現容器と新容器の比較

（真空採血量 2mL）

内容　　　EDTA-2K
3.6mg

貯蔵方法 室温
有効期間 1年

このたびの変更に伴い、専用
容器g1の容器ラベルは写真
の形状になります。

g1

ｎ = 50�
Ｙ = 0.952X＋1.572�
ｒ = 0.975

0� 20� 40� 60� 80� 100�

現容器�

新
容
器
�

100�

80�

60�

40�

20�

0�

（ng/mL）�

（ng/mL）�

ビタミンB1

ｎ = 50�
Ｙ = 1.000X＋0.070�
ｒ = 0.984

0.0� 40.0� 80.0� 120.0�160.0� 200.0�

現容器�

新
容
器
�

200.0�

160.0�

120.0�

80.0�

40.0�

0.0�

（ng/mL）�

（ng/mL）�

ビタミンB2
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

現容器の製造販売中止に伴い、専用容器を変更させていただきます。

●β-トロンボグロブリン（β-TG）,血小板第4因子（PF-4）

１年 １年6ヵ月

新 現変更箇所

容　　器
有効期間

（採血後、容器Qに注入し、転倒
混和し冷却した後）
1時間以内に必ず冷却下で遠心
分離してください。

（採血後、容器Qに注入し、
転倒混和し冷却した後）
3時間以内に必ず冷却下
で遠心分離してください。

検　　体
取扱方法
（一　部）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

本検査におきまして、現試薬販売中止に伴い、試薬を変更させていただきます。
併せて、基準値、検体量、採血時刻を変更させていただきます。新基準値は、メーカー設定値です。

●ゲンタマイシン

EIA FPIA

血清　0.4 mL 血清　0.2 mL

検 査 項 目項 目
コードNo.

０９６８４

新 現

ゲンタマイシン

変更箇所

検査方法

Peak   4.0～10.0
Trough 2.0以下（μg/mL）

筋注後15～60分
点滴静注終了後（Peak濃度）
次回投与直前（Trough濃度）

点滴静注後30分以内
筋注後1時間（Peak濃度）
次回投与直前（Trough濃度）

Peak   4～10
Trough 2以下（μg/mL）

基 準 値

検 体 量

採血時刻

現試薬と新試薬の比較

石橋　みどり, 他: 医学と薬学42（6）: 1061～1074,1999.

●新検査方法参考文献

ｎ = 39�
Ｙ = 1.207X－0.100�
ｒ = 0.994

0.0 3.0 6.0 9.0 12.0 15.0

現　法�

新
　
法
�

15.0�

12.0�

9.0�

6.0�

3.0�

0.0

（μg/mL）�

（μg/mL）�

新容器情報

（真空採血禁止）
抗血小板剤入り
内　　容　テオフィリン、アデノシン、ジピリダモール、クエン酸ナトリウム、クエン酸
貯蔵方法　遮光、冷蔵
有効期間　1年

Q
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

本検査は、7q31領域の欠失を目的としてFISH法で検出しておりますが、7番染色体動原体近傍
領域のプローブをコントロールプローブとして用いているため、シグナルパターンにより7モノソミ
ーも判別可能です。つきましては、本項目にて7q31領域の欠失と7モノソミーの双方の検出が可能
であることを、改めてご案内させていただくとともに、報告書における検出パターンのご説明を追
加し、項目名称を変更させていただきます。

●D7S486 del（7）長腕欠失

D7S486 del（7）長腕欠失/
7染色体（7モノソミー）

D7S486 del（7）
長腕欠失

検 査 項 目項 目
コードNo.

６８１４５

新 現

D7S486 del（7）
長腕欠失

変更箇所

項目名称・
報告表記

参考資料

検出パターン�

D7S486

D7Z1 正常�

欠失�－77q欠失�

報告書に左図の検出パターンを表示いたします。

正常細胞 2種類（赤・緑）のシグナルが2個ずつ（4個のシグナル）
検出されます。

7q31領域の欠失
D7Z1（緑）のシグナルが2個と、
D7S486（赤）が1個検出されます。

7モノソミー
2種類のシグナルがひとつずつ（赤1個・緑1個）検出
されます。

また、7モノソミーの偽陽性率を追加した下記の検査情報を報告書に記載いたします。

プローブ：D7S486：7q31/D7Z1：7cen
分析対象：1個と認識できる間期核　100細胞以上
参照範囲：健常人の偽陽性率　

7q31領域の欠失：3.0％以下（95％信頼範囲）
7モノソミー　 ：1.0％以下（95％信頼範囲）

なお、受託数僅少により12月1日ご依頼分をもって受託中止とさせていただきます7染色体（項目コードNo.２７４２６）は、
7モノソミーの検出を目的に動原体近傍領域のプローブ（1種類）を用いております。
本検査は、2種類のプローブを使用しているため、健常人の偽陽性率が、より低くなっております。



＆D

（検体のご提出について）血液は必
ず遮光ポリスピッツ（i）に移し替
え、凍結してご提出ください。＆D

66.1～111.4
（ng/mL）

HPLC
280
※3

g1

i

血液 0.5
（EDTA-2K加）

ビタミンB2
２７２０１
（３Ｇ０３０）

20～50
（ng/mL）

HPLC
270
※3

3～5

3～5

凍結
（6ヵ月）

凍結
（1ヵ月）

g1
血液 1.0
（EDTA-2K加）

ビタミンB1
００２５８
（３Ｇ０２５）

血清 0.8
Ｘ

凍結
（21日）

2～4
170
※4

CLEIA

16倍未満
（倍）

男性
3.7～20.9
閉経前女性
2.9～14.5
閉経後女性
3.8～22.6

（μg/L）

陰性

PA

CLEIA

85
※5

190
※5

2～4

2～4凍結

凍結
（21日）

Ｘ

血清 0.3

血清 0.2

HTLV-Ⅰ（ATLV）
抗体

骨型アルカリフォス
ファターゼ（BAP）

２８０６７
（５Ｆ４５０）

５１７６５
（５Ｆ４５０）

２６３９８
（３Ｂ０７２）

検査結果が「陽性」であった場合、ウ
エスタンブロット法による確認検査
をお勧めいたします。

検査結果が「陽性」であった場合、
ウエスタンブロット法による確認検
査をお勧めいたします。
下記参照（＊PA）

8～36
（mIU/mL）

1.8～4.8
（pmol/mL）

RIA2抗体法
220
※4

3～5

凍結

凍結
（21日）

血漿 1.0

血清 1.0

C

Ｘ

C

Ｘ

Ｘ

血漿 0.3

絶凍

絶凍

180
※4

180
※4

（1ヵ月）
絶凍

血漿 0.3

C

Ｘ

Y

－ 10 －

11～21
（pmol/mL）

1.8～6.3
（μmol/day）

RIA DCC法

RIA DCC法

サイクリックAMP
００３２１
（４Ｚ２５５）

サイクリックGMP

エリスロポエチン

００３３９
（４Ｚ２６０）

０２７９１
（４Ｚ２７５）

変更後の検査内容一覧 ☆検査要項が変更になった項目についてまとめております。

100
※4

140
※4

性別を明記してください。

（蓄尿）トルエン1～2mLを入れて
冷暗所にて24時間蓄尿し、よく混
和し必要量をご提出ください。

血清 0.4

血清 0.4

蓄尿 2

検　査　項　目
検体量
（mL） 容器

保存
(安定性)

所要
日数

検査方法 基準値（単位） 備　考

プロラクチン

項目コード
（統一コード）

０００４０
（４Ａ０２０）

実施料
判断料

2～4

2～4

3～9

3～9

男性
4.29～13.69
閉経前女性　
4.91～29.32
閉経後女性　
3.12～15.39

（ng/mL）

ECLIA

Ｍ 1.31～8.71
Ｆ 0.11～0.47

（ng/mL）
ECLIAテストステロン

０８２１８
（４Ｆ０６５）

Ｘ

Ｘ

凍結
（21日）

凍結
（28日）

遮光

＊PA：出発希釈16倍（髄液の測定も可能です。 検体量　0.4ｍL（凍結） 基準値　設定なし　出発希釈　2倍） ※３：生化学的検査（Ⅰ）判断料
※４：生化学的検査（Ⅱ）判断料
※５：免疫学的検査判断料



骨髄液 1.0

骨髄液 1.0

臍帯血 1.0

2600
＋
400
※2

骨髄液 1.0

受託可能日は月～金曜日です。
受給者の場合、化学療法などにより
細胞数が減少し、DNAが回収できな
い場合がありますので細胞数2×
105個を最低限としてご提出くださ
い。
必ず受給者、供給者のペアでご提出
ください。
本検査方法ではコンタミネーション
の影響がより大きくなりますので、
検体採取にあたっては取り扱いに十
分ご注意ください。

＆ユ

PCR

血液 7.0
（EDTA-2Na加）

血液 7.0
（EDTA-2Na加）

キメリズム解析移植
前ドナー〔PCR〕

６８１４５
(８Ｂ３７４)

６１４９２
（８Ｃ９８１）

６１５０２
（８Ｃ９８１）

5～7

A

H

A

H

H

血液 5.0
（ヘパリン加）

D7S486 del（7）
長腕欠失/7染色体
（7モノソミー）

５１５４０
（２Ｂ４７０）

PCR5～7

冷蔵

冷蔵

冷蔵

H

G

凝固因子活性検査
第ⅩⅡ因子（F12）

凝固抑制因子検査
第Ⅷ（8）因子

凝固抑制因子検査
第Ⅸ（9）因子

7～10 FISH

検出せず
（ベセスダU/mL）

ベセスダ法

160
※2

160
※2

凝固因子活性検査
第Ⅹ因子（F10）

凝固因子活性検査
第ⅩⅠ因子（F11）

０７７１１
（２Ｂ４１０）

０７７２９
（２Ｂ４２０）

０７７３６
（２Ｂ４３０）

０７６５５
（２Ｂ４６０）

（21日）
絶凍

（21日）
絶凍

絶凍

血漿
各0.3

血漿
各1.0

K

Ｘ

L

Ｘ

－ 11 －

凝固時間法

凝固因子活性検査
第Ⅶ因子（F7）

０７６８７
（２Ｂ３８０）

凝固因子活性検査
第Ⅷ因子（F8）

凝固因子活性検査
第Ⅸ因子（F9）

０７６９４
（２Ｂ３９０）

０７７０４
（２Ｂ４００）

変更後の検査内容一覧 ☆検査要項が変更になった項目についてまとめております。

240
※2

240
※2

240
※2

240
※2

240
※2

240
※2

240
※2

240
※2

採血後、速やかに血漿分離してくだ
さい。 ＆ヤ

受託可能日は月～金曜日です。
＆ユ

検　査　項　目
検体量
（mL） 容器

保存
(安定性)

所要
日数

検査方法 基準値（単位） 備　考

凝固因子活性検査
第Ⅱ因子（F2）

項目コード
（統一コード）

０７６６２
（２Ｂ３５０）

実施料
判断料

2～4

75～135
（％）

70～135
（％）

75～140
（％）

60～150
（％）

70～130
（％）

70～130
（％）

75～145
（％）

50～150
（％）

凝固因子活性検査
第Ⅴ因子（F5）

０７６７０
（２Ｂ３７０）

※２：血液学的検査判断料

曜日指定

キメリズム解析移植
前レシピエント
〔PCR〕

曜日指定

曜日指定



Ｘ
絶凍

Peak
4.0～10.0
Trough 2.0
以下
（μg/ｍL）

凍結
（20日）

次回投与直前
（Trough濃度）

（ng/mL）

G

X

G

X

凍結血漿 0.5

血漿 0.6

Ｘ

凍結
（7日）

血清 0.5

血清 0.4

G

X

Ｘ

凍結
（21日）

凍結

血清 0.3

血漿 0.3

次回投与直前
（Trough濃度）

次回投与直前
（Trough濃度）

ジゴシン、ジゴキシン
＆D

キシロカイン
＆D

硫酸キニジン
＆D

タンボコール
＆D

アスペノン
＆D

ゲンタシン、エルタシン、
ルイネシン

＆D

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

血漿 0.2

経口：
次回投与直前
(Trough濃度)
投与後2～4時間
（Peak濃度）
静注：
次回投与直前
（Trough濃度）

G

X

アプリンジン

アミオダロン

ゲンタマイシン

200～1000
（ng/mL）

0.25～1.25
（μg/mL）

フレカイニド

５６２８１
（３Ｌ８５５）

２７３８４
（３Ｌ８００）

０９６８４
（３Ｍ６０６）

2.0～6.0
（μg/mL）

HPLC

HPLC

HPLC

EIA

3～6

3～5

3～5

2～4

キニジン

Ｘ

Ｘ

凍結
（21日）

凍結
（21日）

凍結

2～8 KIMS

1.2～5.0
（μg/mL）

消失相濃度
0.8～2.0
（ng/mL）

EIA

EIA2～4

2～4

凍結
（21日）Ｘ

血清 0.3

血清 0.3

血清 0.4

血漿 0.4

ジゴキシン

リドカイン

００３４６
（３Ｌ７６５）

０４５７３
（３Ｌ８７５）

０３０２６
（３Ｌ９００）

２１３２９
（３Ｌ９０５）

ハロペリドール・ブロムペリ
ドールは、ほぼ同等の交差反
応を示すため、双方を併用さ
れている患者検体の測定値
は、各々の正確な血中濃度値
とは合致しませんので、ご注
意ください。インプロメン、
ルナプロン ＆D

アミオダロン
有効血中濃度：
500～1000ng/mL
（200mg/日投与、定常状態、
トラフ値）Desethyl 
Amiodarone/Amiodarone
＝0.8（定常状態）。
アンカロン ＆D

至適血中濃度
15以下
（ng/mL）

凍結
（21日）

血清 0.2
Ｘ

G

Ｘ

－ 12 －

3～17
（ng/mL）

５３５４７
（３Ｌ３００）

ブロムペリドール
２６８２４
（３Ｌ３０２）

変更後の検査内容一覧 ☆検査要項が変更になった項目についてまとめております。

エクセグラン
＆D

ハロペリドール・ブロムペリ
ドールは、ほぼ同等の交差反
応を示すため、双方を併用さ
れている患者検体の測定値
は、各々の正確な血中濃度値
とは合致しませんので、ご注
意ください。
セレネース、ハロマンス、リ
ントン、ネオペリドール、ハ
ロステン ＆D

血清 0.2

血清 0.2

検　査　項　目
検体量
（mL） 容器

保存
(安定性)

所要
日数

検査方法
基準値
（単位）

採血時刻 備　考

ゾニサミド

項目コード
（統一コード）

５６３９３
（３Ｌ２１０）

実施料
判断料

3～5

2～4

2～4

10～30
（μg/mL）

HPLC
次回投与直前
（Trough濃度）

随時
（ただし、採血
時刻を一定と
する。）

随時
（ただし、採血
時刻を一定と
する。）

投与後6時間
～次回投与直
前（消失相）

静注：
投与後2時間
点滴静注：
6～12時間

筋注後
15～60分
点滴静注終了後
（Peak濃度）
次回投与直前
(Trough濃度）

金コロイ
ド凝集法

金コロイ
ド凝集法

ハロペリドール

Ｘ

Ｘ

凍結
（21日）

凍結

凍結
（21日）

緊急

緊急

緊急

：特定薬剤治療管理料特


